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じて、高齢者の介護予防や心身機能の維持向
上につなげ、その人らしい生き方を支援する
事を目的としている。
「自由」個性も違う大切な人生とのおつき
あい。その人らしさを大事にします。

「自立」主体性や意向を尊重し、必要な時
はいつでもご支援します。

「共生」老若男女、世代を越えて助け合い、
幸せを共に分かちあっていきます。

「共育」仕事を通して、大切なことを日々
学ばせて頂きます。

②施設のビジョンとその取り組みについて
　わが国は高齢化率が23％を超え、高齢社
会からすでに超高齢社会に突入している。そ
して、いわゆる団塊の世代が後期高齢者とな
る2025年には、いよいよそのピークを迎え
ることとなる。そのため、行政の施策におい
ても高齢者の生活を地域の中で継続的に支え
る仕組みである地域包括ケアシステムが提唱
された。
　しかし、高齢者支援の拠点として、施設サー
ビスへのニーズは依然として高く、そのケア
の質の向上は今後ますます求められることと
なる。当施設では、こうした高齢者支援のニー
ズに対応すべく、科学的介護による質の高い
ケアを目標にした施設サービスを提供してい
る。また、施設内外の各事業所、関係各機関
との連携のもと、高齢者個々の状態に適切に
対応した介護サービスや支援が提供できるよ
う努めている。
　他方、在宅支援のニーズにも対応すべく、
地域の医療、介護、福祉、保健等の様々な社

１．法人の概要および施設所在地域の
紹介

○施 設 名： 社会福祉法人 寿量会 
　　　　　　 総 合 ケ ア サ ポ ー ト セ ン

ター天寿園
○所 在 地： 熊本県熊本市南区奥古閑

町4375-1
○事業内容： 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム、

ショートステイ、通所介
護、訪問介護

　　　　　　 居宅介護支援、ケアハウ
ス、他

　　　　　　 地域密着型：認知症対応
型通所介護、グループホー
ム

○入居定員： 特別養護老人ホーム（74名）
○協力病院： 熊本機能病院、有明海リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ク リ
ニック

　当施設は、熊本市の南西に位置し、農業、
漁業の第1次産業が盛んな自然豊かな地域に
立地している。しかし、人口は熊本市への合
併前と比較して12％減少しており現在も減
少傾向が続いている。また、高齢化率は
32％を超えており、全国平均より約10％高
い状況にある。

①施設の理念
　当法人では、「自由・自立・共生・共育」を
理念に掲げ、高齢者が可能な限り地域の中で
生活を継続できるよう、地域社会とのつなが
りを保ちながら様々な関係機関との連携を通

「利用者の尊厳」や「利用者本位のサービス提供」を
意識した天寿園の取り組み

　　社会福祉法人 寿量会 理事長　米満　淑恵

行動②　利用者の権利を尊重した支援を展開する
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      地域包括ケアのイメージ  
                                                 ～施設の安心を地域の中でも～〔天寿園モデル〕 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
    

■訪問看護ステーション 
・たんぽぽ（会富町）       

・訪問看護しらふじ（白藤） 

■医療機関 
・有明海ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｸﾘﾆｯｸ  

・緒方医院・和田医院・土井医院 

 ・三隅医院・あきた病院・中熊医院 等 

 

■デイサービス 
（食事・入浴・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） 

・天寿園（奥古閑町） 

・ふれあい広場（内田町） 
・なのはな（会富町） 
・こぼり苑（護藤町） 

■通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 
 ・有明海通所ﾘﾊ（奥古閑町） 

・ｹｱﾗﾝﾄﾞ川尻（川尻） 

・白藤苑（白藤） 

・なすび園（沖新町） 

■小規模多機能型居宅介護 
・サンマーレの風（並建町） 

■地域包括支援センター 

・さあえりあ天明（銭塘町） 
・ささえりあ飽田（会富町） 
・ささえりあ熊本南（南高江） 

■老人保健施設 
・白藤苑（白藤） 

・なすび園（沖新町） 

■養護老人ホーム 
・明飽苑（城山） 

■居宅介護支援事業所 
・天寿園在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ（奥古閑町） 
・あきた（会富町） 
・福田針灸ｹｱｾﾝﾀｰ（川口町） 
・こぼり苑（護藤町） 
・けあねっと川尻（川尻） 

■ケアハウス 
・宝光庵（奥古閑町） 

医療系ｻｰﾋﾞｽ 

介護系ｻｰﾋﾞｽ 

■ショートステイ 
（短期入所） 

・天寿園（奥古閑町） 

・こぼり苑（護藤町） 

施設入所 

■特定施設入居者生活介護 
・ﾆﾁｲｹｱｾﾝﾀｰ（八分字町） 

地域の見守り 

地域密着型 

ｻｰﾋﾞｽ 

■認知症対応型 
デイサービス 

（食事・入浴・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） 

・ひらき橋（川口町） 
・今町ホーム（今町） 

■特別養護老人ホーム 
・天寿園 ・こぼり苑 

■グループホーム 
・虹の家（奥古閑町） 

・萌（会富町） 
・ひばり（南高江） 

地域の交流拠点    

（地域）の縁側 

なじみの店 

介護支援サポーター 

なじみの友人・知人 

地域住民との交流 

老人会・自治会 

介護予防事業 

警察・消防 

地 域 

■ホームヘルパー 
（入浴・生活援助） 

・天寿園（奥古閑町） 

・ひまわり（会富町） 
・こぼり苑（護藤町） 
・ｹｱｽﾃｰｼｮﾝ川尻（川尻） 

行ったり 
来たり 

■有料老人ホーム 
・はるかの家（銭塘町） 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
  
 
 
 
 
  
  
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 

保険者（熊本市） 
・高齢者の課題・ニーズを圏
域ごとに把握し、サービス量
等への反映・各取組のシステ
ム化 

総合ケアサポートセンター天寿園 
 
 
 
 

認知症・重度高齢者の施設介護・在宅介護の充実 
・利用者のニーズに対応できる複合型サービスの充実 
・地域の見守りや家族介護との連携、支援 
・認知症・重度高齢者への施設居住系サービスの提供 
 

施設サービス（介護保険） 
■特別養護老人ホーム天寿園 

 
在宅サービス（介護保険） 
■デイサービス事業 
■ホームヘルパー事業 
■ショートステイ事業 
■居宅介護支援事業 

 
地域密着型サービス（介護保険） 

⇒認知症高齢者等への対応 
■グループホーム虹の家 
■認知症対応型デイサービス今町ホーム 
■認知症対応型デイサービスひらき橋 

 

 

 

 

居住系サービス（介護保険) 
■ケアハウス宝光庵 

⇒良質な高齢者住宅の提供 

自治会・老人クラブ 

 

ボランティア・地域住民

 

 

社会福祉協議会 

警察・消防 

保健所 

介護サービスの充実強化 

■健康クラブ事業 

（天明ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ・サルビー内にて、地

域住民の視点に立った介護予防サービ

スの提供や相談、啓発活動） 

■認知症サポーター養成講座 

■アスカスタジオ（健康ダンス等）  

介護予防の推進 生活支援サービスの確保 

地域包括支援センター 
との連携 

地域包括ケアとは ＜介護等が必要になっても住み慣れた自宅や地域で暮らし続けられる支援体制＞ 

①「医療、介護、介護予防、生活支援サービス、住まい」の５つのサービスを包括的（利用者のニーズに応じた適切な組み合わせに

よるサービス提供)、継続的（入院、退院、在宅復帰を通じて切れ目なく）に提供 

② 自助・互助・共助・公助の適切な役割分担 

 地域包括ケアの連携図 〔天寿園モデル〕 

■認知症の人と家族の会 
熊本県支部（天寿園内） 

＜活動内容＞ 
・認知症コールセンター 
・家族の会つどい 

  熊本・荒尾・玉名・天草 
・若年のつどい 
・男性介護者のつどい 
・家族の会会報作成 

 ・熊本県内の家族の会支援 
・アルツハイマーデイ活動 

高齢者向け住まいの充実 

児童・民生委員 

■ふれあいランチ給食サービス 
■高齢者ＳＯＳ事業 
■天明社会福祉協議会会長会議 

■友愛クラブ様 
■天明地区老人会女性部様 
■和の会様 
■天明絆の会様等 

■川口・奥古閑校区ふれあいい
きいきサロンへの参加 

■天明地区老人クラブ連合会シ
ルバーヘルパー研修会 

■環境保全隊活動協力  
（水土里ネット主催) 

■天明とれとれ市場 
■NPO 法人てんめい水の会様活動協力 
■川尻さわやか健康教室（栄養教室・健康体操） 

■生活・介護支援サポーター養成事業（熊本市の委託事業） 

■地域包括支援センター家族介護者教室のお手伝い 
■天明市民の集いへの参加・お手伝い 
 

■地域高齢者の状況把握 

保育園・小・中学校関係 

 
■天明中・飽田東・南小ジュニアヘル

パー養成講座 
■奥古閑小サマーキャンプ 
■飽田東・西・南小ふれあい交流会 
■おもちゃ図書館活動 
■海路口保育園サッカー教室 
 

■高齢者の安全確保 
■防火訓練等 

■保健・衛生面の相談 
や指導 

■連携医療機関 

・有明海ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｸﾘﾆｯｸ 

・熊本機能病院 

■地域の医療機関 

・緒方医院・和田医院・土井医院 

三隅医院・あきた病院・中熊医院等 

■認知症疾患医療センター 

  ・熊本大学付属病院・他県内 7 病院 

■調剤薬局 

・くじら薬局 

医療との連携強化 

＜参考資料＞熊本県高齢者関係資料集

会資源とのシームレスな連携を強化し、地域
包括ケアの目指す日常生活圏域における安
全、安心の確保に努めなければならない。そ
のため、施設本体の活動強化はもとより、地
域ごとに支援の役割を担う在宅サービスや地

域密着型の活動にも力を入れている。さらに、
開設以来の継続目標である認知症対策の拡
充、また、地域連携の一環として新たな形で
在宅支援を強化すべく、各事業所の運営の見
直しや合理化を図り、同時に施設の事業を支
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柴尾慶次氏（特別養護老人ホーム：
フィオーレ南海施設長）が作成した
資料（2003）をもとに作成

える職員の資質向上・キャリアアップに取り
組んでいる。

２．利用者の権利を尊重した支援や
サービスの質の向上に対する施設
の意識と、施設開設時からの問題
意識について

　当施設では、開設当初から入居者の身体拘
束など人権への問題意識を持ち、入居者が安
心して暮らせるように、拘束廃止の取り組み
を行ってきた。現在のところ、明らかに身体
拘束と言えるものは発生していないが、入居
者への対応や職員の言葉遣いなど、以前から
不適切ではないかと思われるケアの場面を目
にすることが少なからずあった。そこで、介
護職員に対し、「不適切な拘束」とは何かを確
認するため意識調査を行った。方法としては、
不適切な拘束に関する事例を用いて、その内
容にアンケートにて回答する形で実施した。
　結果、「行動を阻止」、「薬の使用」、「無視
や言葉での拘束」などの問題となる行為につ
いて、ほとんどの職員が「拘束」であると理解
していた。また、ほとんどの原因が認知症の
ＢＰＳＤ（認知症の行動・心理症状）によるも
のだということも理解できていた。虐待を受
けている高齢者の多くは認知症の方であり、
認知症ケアを学ぶことは、虐待を防止するた
めに重要な方法であることとその必要性を職
員は感じることとなった。

　また、拘束をしないための改善策として、
「アクティビティ」「排泄ケア」「薬の検討」「リ
ハビリ」等による適切な個別対応が重要であ
るとの意見が多くあったが、これらは認知症
の人を理解しケアを行う視点として当然なこ
とであり大切なことである。
　今回の調査では、職員の「不適切な拘束」に
ついては、経験年数の差はなく、入社1～3
年の職員であっても関連知識があり、正しい
判断ができていたようだ。また、「してはい
けないこと」にかかる常識はもちろん仕事の
中で学び取っている部分も伺え、少し安心す
ることができた。
　しかし、虐待には明確に「虐待である」と判
断できる行為の他に、判断に迷う「グレーゾー
ン」が存在する。その根本には「不適切なケア」
があり、それが放置されることで「不適切な
拘束」「虐待行為」につながることになる。「不
適切なケア」の段階での発見、あるいは誰か
が指摘し、「虐待の芽」を摘む取り組みが必要
になる。責任者には、チームケアを徹底し、
独りよがりや思い込み、惰性のケアに陥らな
いよう十分注視するよう指導している。
　以前、職員間で「ベッドセンサー」は拘束に
なるか議論になったことがあった。行動を阻
止するグレーゾーンに対する意識が浸透して
きたことの表れと考えている。このような
ケースでは、その方のケアにおいて本当に必
要か十分に検討することを原則としている。
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また、日常的に無意識に起こりやすい「言葉
による拘束」は、個人要因、環境要因など種々
考えられるが、今後は、個々の職員がその場
面に直面した時に「拘束への気づき」をすぐに
持てるよう、個別ケアの指導による意識づけ
等を施設全体で取り組んでいき、入居者、利
用者の権利を尊重した支援をさらに充実させ
ていく方針である。

３．利用者への姿勢に関する理念・ビ
ジョンを実現するための取り組み

① 地域の高齢者や入居者、利用者の安全や権利
を守るべく施設全体で構築している仕組み
　当施設では、職員に人の命の尊さをより深
く考えさせること、並びに施設における尊厳
の保持を目的とするため、多面的な支援に取
り組んでいるが、平成23年度より中期目標
として『命と食』を掲げている。平成23年は
東日本大震災が発生し、まさに「命」について
その意味と尊さを改めて考えさせられた。ま
た、その状況下における物心両面の支援にお
いても、地域の力の大きさを再確認し、とり
わけ、高齢者施設の果たす役割がより一層重
要になることの認識を新たにした。
　そこで私たちは、その「命」と同様に、その
命を支えるためにとても重要であり、高齢者
に生きる喜びを感じて頂ける「食」の支援につ
いても大きなテーマと考え、当施設の各ユ
ニットと事業所は、栄養部との連携のもと

「食」に意識を置いた運営方針で、栄養改善や

生活の改善の成果をあげるべく積極的な活動
を行っている。
　取り組みの一つとして、「栄養相談コー
ナー」を施設内に特設し、近隣住民の方々の
食生活や栄養相談に随時対応できる体制にし
た。また、「防災食コーナー」では、非常食の
備蓄に加え、非常食サンプルを地域に向けて
紹介するなど、緊急時においても地域の方々
へ食の支援ができるよう防災意識の高揚に向
けた啓発活動を行っている。参加者からは、
展示食品の詳細な質問を受けたり、試しに自
宅で使ってみたいなどの声をいただいてい
る。
　また、地域の中心部にあるスーパー内に、
介護予防事業を兼ねた「健康クラブ」を展開し
ているが、そちらでも買い物帰りに気軽に栄
養相談ができるよう地域に密着した支援を
行っている。
　また、当施設は、県の認知症介護実務研修
の受託法人として、また「認知症の人と家族
の会」の熊本県支部事務局としての活動を通
じて、認知症高齢者に対する支援の重要性を
認識し、認知症の早期発見や介護家族支援、
地域への啓発活動などの取り組みを進めてい
る。加えて地域からの支援も十分に受け入れ
られるよう「生活・介護支援サポーター養成
講座」や「老人会シルバーヘルパー研修会」等
を通じ、サポーターやボランティアスタッフ
の養成を行い、「共助」の精神を実働できる体
制作りに努めている。さらに、以前より培っ

《栄養相談コーナー》 《防災食コーナー》
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てきた地域の各機関との協力関係を維持継続
し、活動も高齢者独居世帯への「ふれあいラ
ンチ（配食サービス）」や、台風や災害時に避
難受入や送迎を行う「高齢者SOSサービス」
等、地域の方やご利用者の安心安全と権利を
守るべく施設全体で取り組んでいる。

② サービス提供過程（利用者とのかかわり）中で
気をつけていること
　入居者や利用者のプライバシーや尊厳を守
るために職員教育の徹底を心掛けているが、
入居者や利用者には、施設に不安や不満を抱
えていてもそれを表に出しにくい状況にある
ということが考えられる。入居者や利用者に
とって、最も密接である職員に対して苦情や
不満を表すことは、それによって以後の生活
やサービス利用に影響が出てくるのではない
かという不安を持っているということを私た
ちは常に念頭におかなければならない。苦情
がないということは現状維持でよいというこ
とではなく、その方の表情や仕草の変化から
何かに不安や不満があるのではないかと察す
る力、洞察力を持つことが本当のケア力であ
ると指導している。そこに何かの気づきがあ
れば、原因の分析と対応策を検討するが、そ
の過程における職員間の情報の共有とプライ
バシー保護の両面においては常に意識するよ
う気をつけている。

③ 職員自身の意識を高めるために実施している
研修等について
　施設の入居者や利用者のＱＯＬの向上のた
めに職員研修は必要不可欠となる。当施設で
は外部研修への積極的参加や全体研修の実施
に努めているが、職員自身の意識を高めるた
めに以下の研修を行っている。

ⅰ職員による自主研修
　施設ユニットとサービス事業所の責任者
からなる研修実行委員会を設け、現在、職
員に必要と思われる研修を年間に3回程度

開催している。自分たちが手がけた研修で
あることから、職員のモチベーションが上
がるようである。

 
ⅱ特任講師による研修

　平成17年より、昭和4年生まれの社会教
育のベテランの先生を特任講師として職員
研修を開催している。とても矍鑠とされて
おり、社会教育や人間教育に対する情熱と
行動力には全職員が畏敬の念を抱いてい
る。主に中間管理職を対象に、人間に対す
る洞察から組織論に至るまで、含蓄のある
お話を拝聴している。特に先生は、永遠の
人間指導書といえる『論語』を引用され、そ
れを高齢者支援にリンクされ解りやすくご
指導されている。その成果は職員へじわじ
わと浸透しており、特に若い職員が苦手と
している入居者や利用者への語りかけ等に
おいてそれが伺える。語りかけへのきっか
け作りのぎこちなさが少なくなり、コミュ
ニケーション面における対応に余裕が出て
きたのではないかと感謝している。

④今後の展望および想い
　福祉施設は、漸次変化する社会のニーズを
真摯に受け止め、その変化に適切かつ柔軟に
対応していかなければならない。
　私たちは、開設以来、地域の方々の「この
町には安心して住むことができる」との想い
を継続的に実現させて頂くことを自らの使命
と考えている。今後も入居者や、地域の方々
の安全・安心のために、地域における拠点と
してお役に立てる施設づくりに邁進して参り
たいと考えている。
　平成24年度、当施設は天皇陛下より御下
賜金を拝受した。私どもは、この栄誉に恥じ
ぬよう、より高い水準の社会福祉の実現に今
後一層努めて参らねばならないと決意を新た
にしている。


